
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（外
崎
文
夫
所
長
）
で
は
、
セ
ン
タ
ー
の
し
ご
と
を
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
と
、
日
常
生
活
の
苦
情
相
談
を
行
う
た
め
、
各
地
で
巡
回
総
合
移
動
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
が
、
十

一
月
二
十
日
、
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
で
村
内
か

ら
二
十
人
の
婦
人
が
集
ま
っ
て
、
移
動
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

■
販
売
業
者
　
　
士冗
条
件
な
ど
の
内
容
を
明
ら
か
に

の
名
前
な
ど
　
　
し
た
書
面
を
消
費
者
に
交
付
す
る

の
明
示
　
　
　
　
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

販
売
業
者
　
　
■
ク
ー
リ
ン
グ

ｏ
オ
フ

は
、
訪
問
販
　
　
　
消
費
者
は
、
書
面
を
受
け
と
っ

売
を
行
お
う
　
　
た
日
を
含
め
て
四
日
以
内
で
あ
れ

る

　
，

言
じ
　

　

と
す

る
と
き
　
　
ば
、
無
条
件

で
解
約
す
る

こ
と
が

す

　
Ｊ
「
♂
　
　
は
、
販
売
業
　
　
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
現
金
購
入

ふ
』

一卜
外
　
　
者
の
名
前
と
　

　

（
そ
の
場
で
商
品
を
受
け
と
り
、

燿
猥
　
】田
明
　
　
販
売
ｔ
よ
う
　
　
代
金
を
支
払
っ
た
瑚
合
）
の
場
拾

″
Ｅ
　
”田
円
　
　
と
す
る
商
品
　
　
ゃ
健
康
食
品
、
化
粧
品
な
ど
の
消

ｈ
一
　
一請
Ｈ
　
　
を
消
費
者
に
　
　
粍
品
を
使
っ
た
場
合
は
で
き
ま
せ

告
げ

る

こ
と
　
　
ん
。

弁
一
　

三̈
‐
　
　
に
な
っ
て
い
　
　
■
損
害
賠
償
な
ど
の
額
の
制
限

，
り

　

　

一　

　

　

ま

す

。
　

　

　

　

　

ク

ー

リ

ン
グ

ｏ
オ

フ
期

間

経

過

補川――　　　■健面の交　　峰籍都増“ゆ畔［」魂”Ｆ画ヽ

販
売
業
者
は
、
消
費
者
か
ら
商
　
　
販
売
業
者
が
請
求
で
き
る
損
害
賠

品
購
入
の
申
込
み
を
受
け
た
と
き
　
　
償
や
違
約
金
の
額
は
一
定
の
限
度

や
、
契
約
を
結
ん
だ
と
き
は
、
販
　
　
内
に
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

ク

ー
リ

ン
グ

・
オ

フ
と

は

―
頭
を
冷
や
し
て
よ
く
考
え
る
―

一掛
一Ｌ
指卜
か
柱
編
■
・維
影
駒
翠

県
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
の
花
田

睦
子
主
事
が
消

費
生
活
セ
ン
タ

ー
の
し
ご
と
や

最
近
の
消
費
者

生
活
の
実
態
を
の
べ
た
あ
と
、
西

野
寿
子
消
費
生
活
苦
情
相
談
員
が
、

セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ま
れ
て
い
る

苦
情
実
例
や
、
ク
ー
リ
ン
グ

・
オ

フ
に
つ
い
て
の
説
明
を
し
ま
し
た
。

最
近
、
当
村
に
も
教
材
、
消
火

器
、
ガ
ス
も
れ
警
報
器
、
表
札
、

郵
便
箱
な
ど
を
持
ち
込
み
、

「
必

ず
買
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
る
」
よ
う
に
話
し
か

け
た
り
、
老
人
や
子
ど
も
相
手
に

買
わ
せ
た
り
、
契
約
さ
せ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
多
く
、
被
害
に
あ

っ
て

い
る
人
も
泣
き
寝
入
り
を
上
て
ぃ

。”

る
の
が
実
態
の
よ
う
で
す
。

し

　

た
だ
慢
然
と
生
活
す
る
の
で
は

由【かいにいは「」御】「費いは．

の
）
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
ぃ

「
ち
ょ
っ
と
待
て
、
買
う
前
に
」
　

直
ち
に
市
浦
村
役
場
企
画
室
、
又

「頭
を
冷
や
し
て
よ
く
考
え
る
」

　

は
青
森
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

こ
と
が
大
切
な
よ
う
で
す
。　
　
　
　
　
⌒電
話

⌒〇

一
七
七
）
三
二
―
三

な
お
、
消
費
生
活
苦
情
相
談
、
　

　

二
四
二
番
）
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

訪
間
販
売
等
で
被
害
に
合

っ
た
ら
　
　
い
。

訪
間
販
売
や
、
割
賦
販
売
の
方

法
に
よ
り
、
契
約
を
結
ん
だ
り
、

又
は
申
し
込
み
を
し
た
場
合
、
セ

ー
ル
ス
マ
ン
の
巧
み
を
言
葉
に
影

響
さ
れ
て
、
消
費
者
が
つ
い
契
約

す
る
た
め
生
ず
る
ト
ラ
ブ
ル
を
防

ぐ
目
的
で
「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
」

と
い
う
制
度
が
認
め
ら
れ
て
い
ま

の
は
、
文
字
ど
お
り

「頭
を
冷
や

し
て
よ
く
考
え
る
」
と
い
う
意
味

で
、
そ
の
結
果
、
契
約
を
解
除

（
又

は
そ
の
契
約
の
申
し
込
み
を
撤
回
）

し
た
い
場
合
は
、
次
の
要
件
の
も

と
に
無
条
件
で
契
約
の
解
除

⌒又

は
申
し
込
み
の
撤
回
）
が
で
き
ま

①
営
業
所
と
か
代
理
店
と
か
展
示

即
売
場
等
以
外
の
場
所

⌒
セ
ー
ル

ス
マ
ン
が
家
庭
を
訪
問
し
て
販
売

す
る
場
合
や
街
頭
で
通
行
人
に
声

を
か
け
て
販
売
す
る
キ
ャ
ッ
チ
セ

―
ル
ス
は
こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。
）

で
、
訪
問
販
売
等
に
関
す
る
法
律

並
び
に
割
賦
販
売
法
で
指
定
さ
れ

て
い
る
商
品

（た
だ
し
、
ク
ー
リ

ン
グ

ｏ
オ
フ
制
度
に
限
り
、
訪
間

販
売
法
等
で
は
乗
用
自
動
車
、
割

賦
販
売
法
で
は
乗
用
自
動
車
と
運

搬
車
が
法
律
の
適
用
を
除
外
さ
れ

ま
す
。）
に
つ
い
て
、
契
約
の
申
し

込
み
、
又
は
契
約
を
結
ん
だ
と
き
。

②
契
約
の
申
し
込
み
を
し
た
日
又

は
契
約
を
結
ん
だ
日
以
後
に
申
し

込
み
の
撤
回
、
又
は
契
約
の
解
除

が
で
き
る
旨
を
告
げ
ら
れ
た
日
か

ら
四
日
以
内
に
申
し
込
み
の
撤
回
、

又
は
解
除
を
行
う
こ
と
。

③
春
面
に
よ
り
申
し
込
み
の
撤
回
、

又
は
解
除
を
行
う
こ
と
。
　
↑
」
の

書
面
は
、
②
の
期
間
内
に
発
送
す

れ
ば
期
間
後
に
相
手
に
到
着
し
て

も
よ
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。）

の
商
品
代
金
の
全
部
の
支
払

い
が

完
了
し
て
い
な
い
こ
と
。

以
上
の
条
件
に
も
と
づ

い
て
申

し
込
み
の
撤
回
、
又
は
契
約
の
解

除
が
行
わ
れ
た
場
合
で
あ
れ
ば
、

す
で
に
商
品
が
引
き
渡
さ
れ
て
い

て
も
、
そ
の
商
品
の
引
き
取
り
に

要
す
る
費
用
等
は
販
売
業
者
の
負

担
と
な
り
ま
す
。

解
約
は
内
容
証
明
郵
便
で

解
約
の
申
し
入
れ
は
、
日
頭
で

は
効
力
を
発
し
ま
せ
ん
。
必
ず
、

書
面
で
行
う
こ
と
。
　
⌒内
容
証
明

郵
便
が
よ
り
望
ま
し
い
）

L訪間販売の知識

かしこい消費者になろう一と30人 の主婦が勉強しました。
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遊
ば
せ
て
い
る
農
地
を
貸
せ
る

も
の
な
ら
貸
し
た
い
、
場
合
に
よ

っ
て
は
売
っ
て
も
よ
い
と
思
っ
て

い
る
人
、
あ
る
い
は
農
地
を
借
り

る
か
、
ま
た
は
買
っ
て
経
営
規
模

を
拡
大
し
た
い
と
望
ん
で
い
る
人

は
、
面
倒
な
手
続
き
を
し
な
く
て

も
安
心
し
て
貸
し
借
り
ま
た
は
売

り
買
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

一一一一一

広報しうら ③

地が有効に
活
用
で
き
ま
す

|:晨
|:

1用 |

:地 |

:1利 |

:1用 |

キi増11

1:進Ⅲ
l:法 :ヽ |

―
―
農
地
は
あ
る
が
、
働
き
手
が

が
な
い
。

―
―
も

つ
と
耕
作
地
を
広
げ
た

い
が
土
地
は
う
ま
く
借
り
ら
れ
る

こ
ん
な
悩
み
を
お
持
ち
の
方
は

お
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

遊
ん
で
い
る
農
地
を
有
効
に
生

か
し
、
や
る
気
の
あ
る
人
が
農
地

を
十
分
活
用
で
き
る
よ
う
に
―
―

こ
の
ほ
ど
農
地
関

係
の
三
つ
の
法
律

が
施
行
さ
れ
ま
し

二
つ
の
法
律
と

は
、
農
用
地
利
用

増
進
法

⌒昭
和
五

十
五
年
九
月

一
Ｂ

施
行
Ｉ
農
地
法
改

正
法

⌒同
十
月

一

日
施
行
Ｉ
農
業
委

員
会
改
正
法

（同

九
月
二
十
日
施
行
）

で
す
。

こ
の
う
ち
農
用

地
利
用
増
進
法
、

を
中
心
に
、
そ
の

要
点
を
ご
紹
介
し

貸
し
借
り
、
売
り
買
い
で
き
る

の
は
、
原
則
と
し
て
市
衡
化
区
域

を
除
く
市
町
村
区
域

一
円
で
、
農

地
の
ほ
か
農
業
用
施
設
用
地

⌒畜

合
、
温
室
な
ど
）、
農
用
地
開
発
用

地

（
い
わ
ゆ
る
未
墾
地
）、
混
牧
林

地
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

農
用
地
等
を

貸
す
場
合
、
貸

付
料
金
と
は
別

に
、
十
ア
ー
ル

あ
た
り
、
契
約

期
間
が
三
年
か
ら
五
年
で
あ
れ
ば

一
万
円
、
裏
作
な
ど
の

″期
間
貸

出
″
な
ら
五
千
円
の
奨
励
金
が
契

約
当
初
に
交
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

契
約
期
間
が
六
年
以
上
の
場
合
は
、

奨
励
金
は
倍
額
に
な
り
ま
す
。

双
方
の
間
に
立
っ
て
納
得
の
い

く
よ
う
利
用
条
件
を
定
め
る
な
ど
、

交
渉
を
代
行
し
て
く
れ
る
の
は
市

町
村
や
農
業
委
員
会
で
す
。

契
約
期
間
満
了
時
に
は
、
離
作

料
を
要
求
さ
れ
る
こ
と
な
く
返
還

さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
市

町
村
や
農
業
委
員
会
が
責
任
を
も

っ
て
あ
た
り
ま
す
。
ま
た
、
再
び

貸
し
出
す
時
も
希
望
に
添
う
よ
う

世
話
を
し
て
く
れ
ま
す
。

集
落
、
大
字
な
ど
地
区
単
位
で

相
談
し
あ

っ
て
作
付
地
の
集
団
化

を
図
る
た
め
の
交
換
耕
作
や
農
地

の
貸
し
借
り
を
し
た
り
、
機
械
や

施
設
の
共
同
利
用
に
よ
る
効
率
的

な
農
作
業
が
こ
れ
よ
り
簡
単
に
で

団
体
単
位
で
自
主
的
な
土
地
改
良

事
業
も
行
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

自
分
の
農
地
を
全
部
貸
し
た
人

で
も
引
き
続
き
、
農
協
の
正
組
合

員
の
資
格
を
持
て
る
道
が
開
か
れ

市
街
化
区
域
を
除
＜

全
晨
地
等
が
対
象



⑨ 広報しうら

国
民
年
金
の

資
格
取
得

・

国
民
年
金

の
資
格
を
取
得

（国
民
年
金
加
入
）
又
は
、
喪

失

⌒厚
生
年
金
等
加
入
）
す
る

時
は
、
正
確
を
取
得
、
喪
失
年

月
日
を
役
場

⌒各
出
張
所
）
の

係

へ
届
け
で
る
よ
う
に
し
て
く

こ
の
こ
と
は
、
保
険
料
の
二

重
納
付
を
防
ぐ
た
め
と
、
年
金

を
請
求
す
る
時
に
重
要
な
こ
と

に
な
り
ま
す
。

最
近
、
国
民
年
金
か
ら
厚
生

年
金
、
船
員
保
険
等
へ
加
入
し

た
り
、
厚
生
年
金
や
船
員
保
険

か
ら
国
民
年
金

へ
加
入
す
る
事

喪
失
の
届
出
を

が
多
く
な

っ
て
お
り
、
国
民
年

金
の
通
算
老
齢
年
金

（国
民
年

金
だ
け
で
二
十
五
年
の
期
間
が

な
い
方
が
、
他
の
年
金
の
加
入

期
間
を
合
わ
せ
て
二
十
五
年
の

期
間
を
満
た
し
て
も
ら
う
年
金
）

に
該
当
し
て
請
求
す
る
人
が
多

く
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
も
考
え
て
、

年
金
の
取
得
、
喪
失
年
月
日
を

届
け
出
て
、
勤
務
先
で
勤
務
先

の
住
所
、
加
入
期
間
を
証
明
し

て
も
ら
い
、
本
人
が
大
切
に
保

管
し
て
下
さ
い
。

合格

第
五
十
六
回
、
商
工
会
珠
算
検
定
試
験
は
十

一
月

十
五
日
、
管
内
小
学
校
で
一斉
に
行
わ
れ
、
検
定
試

験
の
合
格
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
三
級
　
佐
藤
孝
和
⌒十
二
小
）
　

ろ
子
、
坂
本
尚
子

（脇
元
小
）
石

奈
良
武
文

（辻
分
珠
算
熟
）
　

　

　

沢
慶
子
、
米
谷
千
晴

（十
三
小
）

▽
四
級
　
竹
谷
順
子
、
葛
西
ひ
　
　
　
▽
五
級
　
後
藤
信
技
（脇
元
小
）

丸
山
勝
彦

⌒太
田
小
）
山
内
英
之
、

秋
田
谷
美
香
子
、
田
中
津
子

（辻

分
珠
算
塾
）

▽
六
級
　
尾
崎
憲
彦
（脇
元
小
）

工
藤
柳
子
、
亀
田
綾
子
（十
三
小
）

木
村
美
穂
子
、
奈
良
美
和
子

（太

田
小
）
中
居
幸

⌒辻
分
珠
算
塾
）

▽
七
級
　
福
島
俊
司
、
松
江
賀

子
、
小
寺
由
里
子
、
八
木
沢
信
子

（十
二
小
）
島
津
護
、
岩
間
清
人
、

西
田
英
子
、
棟
方
全
超
、
三
和
卓

（辻
分
珠
算
塾
）

▽
八
級
　
下
沢
光
司
、
本
村
康

仁
、
奈
良
信
和
、
奈
良
政
信

⌒太

田
小
）鳴
海
優
子
（辻
分
珠
算
塾
）

肩

こ

り

筋
肉
の
疲
労
が
主
な
原
因

肩
こ
り
を
訴
え
る
小
学
生
も

い
る
―
と
い
う
ほ
ど
現
代
生
活

に
は
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
肩

こ
り
で
悩
む
人
が
ふ
え
て
い
ま

す
。
ひ
ど
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、

ま
め
に

″
こ
り
″
を
ほ
ぐ
し
ま

▽
単
純
な
こ
り
は
△

肩
こ
り
は
、　
一
般
的
に
は
目

や
腕
の
使

い
過
ぎ
か
ら
く
る
疲

労
の
あ
ら
わ
れ
で
、
肩
か
ら
首

へ
か
け
て
の
筋
肉
の
使

い
過
ぎ

と
血
行
が
不
十
分
な
た
め
に
起

き
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
な
ど
精
神
の
緊
張

が
続

い
た
り
、　
一
日
中
細
か
い

数
字
や
文
字
を
扱
う
仕
事
を
し

た
り
、
た
ま
に
根
を

つ
め
て
洋

裁
な
ど
を
や

っ
た
後
な
ど
に
よ

く
起
き
ま
す
。

病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ほ
う

っ
て
お
く
と
無
理
が
重
な

り
、
肩
の
筋
肉
が
板
の
よ
う
に

固
く
な
り
、
そ
の
う
ち
頭
痛
や

吐
き
気
を
も
よ
お
す
な
ど
症
状

が
悪
化
し
ま
す
か
ら
気
を

つ
け

▽
こ
り
を
ほ
ぐ
す
に
は
△

十
分
な
睡
眠
や
休
息
を
と
り
、

適
度
な
運
動
を
行
う
―

こ
れ
は

常
識
で
す
が
、
大
切
な
こ
と
で

す
。時

間
を
決
め
て
、　
一
日
に
何

回
か
腕
や
首
を
ぐ
る
ぐ
る
回
し

た
り
、
肩
を
上
げ
下
げ
す
る
連

動
を
規
則
的
に
す
る
と
効
果
が

あ
り
ま
す
。
散
歩
や
軽

い
な
わ

と
び
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
は
り
薬
、
指
圧
、
針
、

人
浴
な
ど
も
肩
こ
り
を
楽
に
し

ま
す
。
食
事
の
面
で
は
、
新
陳

代
謝
を
促
す
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
に
気

を
配
り
、
新
鮮
な
果
物
や
野
菜

の
摂
取
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

▽
ガ
ン
コ
な
肩
こ
り
は
△

何
を
や

っ
て
み
て
も
肩
の
こ

り
が
ほ
ぐ
れ
ず
、
痛
み
や
息
苦

し
さ
を
感
じ
る
よ
う
な
時
は
病

気
が
内
在
す
る
こ
と
も
考
え
て
、

病
院
や
診
療
所
で
診
て
も
ら
い

税 のはなし

税金の還付
あなたは該当しませんか

所得税の確定申告期限が近ず きますと、

還付申告が急 にふ えて、事務が大幅に遅

還 付の申告は 1月 から始めますので、

早めに申告 されるよ うご協 力ねがいます。

還付は、次のよ うな人が受けられます。

■ 出かせ ぎ者などで、昭和55年 の中途

で出かせ ぎに行 き、中途 で戻って きた

■ サラリーマ ンで昭和55年 の中途 で退

職 し、再就職 しないため年末調整 を受

■ サラリーマ ンで災害や盗難 にあった

とき、多額の医療費 を支払 ったとき、

住宅 を新築 した り、新築住宅 を購入 し

詳 しいことは、五所川原税務署 (電

話01733④ -3136)ま でお願いします(
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…Ⅲ津軽の先住民族 爆

興
国

年
大
津
浪
牙
跡

安
東
水
軍
の
末
路

―
鮫
郡

―

島

そ
の
二

∩
）

勝

　

蔵

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
だ
が
、

天
下
御
免
の
安
東
水
軍
の
名
声

は
以
前
の
よ
う
で
は
な
か
っ
た

も
の
の
、
か
ら
く
も
そ
の
余
命

を
十
三
港
に
と
ど
め
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
一
に
安
東

一
族
の

復
興
工
事
に
よ
る
も
の
で
し
た

が
、
安
東
水
軍
の
決
定
的
な
末

路
の
原
因
は
、
大
津
浪
の
天
災

に
よ
る
よ
り
も
人
災
に
よ
る
も

の
で
し
た
。
興
国
の
天
災
か
ら

六
十
九
年
後
、
つ
ま
り
応
永
十

七
年
頃
か
ら
は
じ
ま
っ
た
南
部

一
族
の
津
軽
侵
出
に
よ
る
人
災

で
し
た
。
そ
し
て
、
通
に
嘉
吉

三
年

（
一
四
四
三
ｘ
福
島
城
主

安
倍
盛
季
、
藤
崎
城
主
安
東
教

季
の
北
海
道
へ
の
亡
命
に
よ
っ

て
、
津
軽
の
、
特
に
内
三
郡
は

南
部

一
族
の
勢
力
下
に
お
か
れ

ま
し
た
。そ
れ
と
と
も
に
安
東
水

軍
も
、
な
つ
か
し
き
十
三
港
を

跡
に
諸
国
に
移
籍
し
ま
し
た
。

わ
ず
か
に
、
外
三
郡
は
浪
岡
の

北
畠
氏
、
飯
詰
高
楯
の
朝
日
氏

に
委
任
さ
れ
た
た
め
、
安
東
水

軍
は
朝
日
水
軍
に
バ
ト
ン
が
渡

さ
れ
る
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
の
ト
サ
町
に
縁
り
の
人
々

は
痛
切
に
諸
行
無
常
の
風
に
身

を
ち
ぢ
め
た
に
ち
が
い
あ
り
ま

せ
ん
。

安
東
水
軍
落
崎
の
地

興
国
の
大
津
波
に
よ
っ
て
、

安
東
宗
季
は
瀬
戸
内
海
の
諸
水

軍
に
対
し
、
大
船
お
よ
び
乗
組

員
の
召
抱
え
を
要
請
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
応
永
嘉
吉
の
乱
に

よ
っ
て
、
安
東
水
軍
は
秋
田
土

崎
港
や
渡
島

（北
海
道
）
諸
港

へ
移
住
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
大
要
を
次
に
掲
げ
ま

す
。

金
竜
丸
船
主
安
藤
長
七
郎

外
八
十
五
人
塩
飽
島
永
住
。

金
剛
丸
船
主
安
東
玄
七
郎

外
百
八
十
六
人
熊
野
永
住
。

銀
竜
丸
船
主
安
藤
二
郎
秀
季

外
百
十
二
人
能
登
永
住
。

自
竜
九
船
主
安
倍
五
郎
太
夫

外
百
三
十

一
人
着
狭
小
浜
永

住
。

黒
竜
丸
船
主
安
達
二
郎
義
兼

外
九
十
六
人
淡
路
永
住
．

青
竜
九
船
主
安
東
忠
季

外
百
七
十
八
人
大
阪
堺
港
永

住
。

唐
韓
丸
船
主
安
東
七
左
工
門
義

任
外
百
三
十
六
人
支
郡
安
東

へ
向
か
っ
て
行
く
も
篠
か
知

ら
ず
。

山
王
丸
船
主
安
藤
甚
之
介

外
二
百
六
十
七
人
渡
島
土
崎

永
住
。

安
東
九
船
主
安
倍
左
ヱ
門
景
季

外
百
五
十

一
人
兵
庫
永
住
。

明
神
丸
船
主
安
倍
友
季

外
百
人
九
州
集
柴
永
住
。

ぎ
っ
と
千
二
百
八
十
五
人
が

安
東
水
軍
と
共
に
他
国
へ
移
住

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま

り
、
私
た
ち
の
ト
サ
人
と
血
を

同
じ
く
す
る
人
々
が
全
国
各
地

に
永
住
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

最
近
、
方
々
か
ら
ト
サ
安
倍
安

東
氏
の
流
れ
だ
と
い
う
人
々
が

名
乗
り
を
挙
げ
て
く
る
の
も
う

な
ず
け
る
よ
う
な
気
が
し
て
な

り
ま
せ
ん
。

生
き
て
い
る
安
東
水
軍

「私
の
先
祖
は
、
代
々
加
賀

本
吉

（鎌
倉
時
代
、
十
三
港
と

と
も
に
日
本
三
津
七
港
に
指
定

さ
れ
た
、
現
石
川
県
の
港
町
）

の
船
頭
で
、
ト
サ

⌒十
三
）
と

交
易
の
た
め
、
よ
く
こ
の
地
に

来
た
も
の
だ
そ
う
で
す
己
終
戦

後
の
あ
る

一
日
、
故
加
福
村
長

さ
ん
の
ご
紹
介
で
、
旧
十
三
村

役
場
の
事
務
室
で
面
会
し
た
、

か
ら
だ
の
ガ
ッ
チ
リ
し
た
船
頭

さ
ん
と
十
二
の
歴
史
に
つ
い
て

話
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

お
名
前
は
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
お
父
さ
ん
も
故
小
倉
常

吉
さ
ん
と
取
引
き
が
あ

っ
て
ト

サ
港
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
。
こ

の
度
、
材
木
購
入
に
来
て
、
ト

サ
港
が
浅
海
の
た
め
小
泊
沖
に

碇
舶
し
た
こ
と
。
な
つ
か
し
さ

の
あ
ま
リ
ト
サ
ま
で
足
を
運
ん

だ
こ
と
等
々
、
話
が

つ
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
私
は
、
安
東
水
軍

の
名
声
が
現
在
ま
で
も
全
国
津

々
浦
々
に
生
き
て
い
る
思
い
で
、

感
無
量
で
し
た
。

「白
鳥
の
さ
び
し
く
な
り
ぬ
十

二
の
町
』
の

一
句
を
、
安
東
水

軍
の
本
拠
地
中
島
に
残
し
て
、

歴
史
漫
歩
の
旅
を
続
け
て
い
き

ま
す
。

豊

天
災
に
ま
き
る
人
災

興
国
元
、
二
年
両
度
の
大
津

波
に
よ
っ
て
安
東
水
軍
の
本
拠

地
十
三
港
は
、
ほ
と
ん
ど
大
船

を
収
容
す
る
だ
け
の
機
能
を
失
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役 場 の 電 話 は

2111番で す おしらせ 3

ic穫盪i農奮黒奮驚奮建
の

昭和56年 使用の農業用免税軽油

昭和56年 12月 10日 か ら昭和55年

市浦地区の指定 日は、:2月 12日

(金曜 日)午前 8時 30分 か ら午

後 4時 30分 まで。

五所川原市栄町 10、 五所川原県

3.申請用紙は県税事務所 または

市浦農業協同組合及び軽油販売

県税事務所で指導 していますが、

市浦農協及び軽油販売店で も説

括 して県税事務所 に提 出 してい

受け付 け指定 日以前 に、必要 書

£ Ъ 保健学級開識

次日は12月 10日 です

昭和55年 度の老人保健学級は、

老年期における健康管理とその保

持増進をはかるため日常生活に即

した健康教育と、老後生活に必要

ぃ し:二ξ:膜す
社団法人、 日本損害保険協会 で

は「 自動車保険請求相談セ ンター」

強制、任意 を問わず 自動車保険

の請求、交通事故の相談 を専問相

談員 が無料 で行 っていますの で、

気軽 に相談 して くだ さい。

■相談場所

青森市長島 2丁 目10の 4、 ヤマ

ウ ビル 8階 (県立病院向い)

■相談 日 日曜、祭 日を除 く

毎 日、平 日は午前 9時 か ら午後

4時 30分 。 (土 曜 日は正午 まで )

直通  0177 22-1025

(〕 自衛官募集案内
陸・ 海・ 空 自衛障生徒

自衛隊の技術部門 におけ る専門

技術者 としての陸・海・空曹 を養

成す るため、中学 卒のみ な さんを

対摯 と した進学制度 です。

■受付期 間 11月 1日ω か ら12月

■受験 資格 昭和56年 4月 1日 現

在、15歳 以上 17歳 未満 (昭和39

年 4月 2日 か ら昭和41年 4月 1

日まで に出生 した方)の 日本国

籍 を有す る男子で中学校卒業者

(昭和56年 3月 卒業見込みの方

を含 む )

■試験 日 昭和56年 1月 6日

■試験場  五所川原市中央公民館

■志願書類 の請 求及 び提 出先 青

森地方連絡部 五所川原募集事務

来お問い合 わせ先

青森地 方連絡部五所川原募集事

務所 (電話・0173K)2305)

馴
租
鵬

任班

い
ト̈

健

康

相

談

所

12月 8日 (月 )十 二公民館 10:00～ 12:∞ (乳児)

12月 9日 (ガ ー 脇元 公民館 10:∞～12:00(乳 児)

12月 9日 (火) 大田センター 10:∞～12:00(乳 兒 `‐般)

12月 10日 でボ)● 松公民館 10:00～ 1'il(乳児・―ll)

12H10日 (莉 桂川センター 10:∞～12:轟
・
1記児・‐ )

12月 H日 (ホ) 相内センター 10:∞～12:00(乳 兄)

摯
贄

指
‐〓

一百
．

糧
〓婦
・指
導

目

襲
　
一‐―‐‐１‐１‐１‐一鶴
　
・，

月曜日相内～本田・桂川地区(役   場 )

●
■ |■ :‐警 ■ 什釧 筋 )

火曜日脇元1磯松地区   (脇元出張所)

時間は各会場とも静 100～ 11:oo



広報しうら つ

各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
で
、
比
較
的
成
果

を
上
げ
て
い
る
地
域
で
さ
え
、
決

し
て
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
い
う
言
葉

を
聞

い
た
だ
け
で

「そ
ん
な
も
の

は
暇
な
人
が
や
る
も
の
で
、
私
は

忙
し
い
ん
だ
。
関
係
な
い
よ
′
。

」

と
片
付
け
て
し
ま
う
無
関
心
型
の

人
間
が
結
構
多

い
よ
う
で
す
。

最
近
は
特
に
、
よ
く
話
も
聞
か

ず
考
え
も
し
な
い
で

「
わ
た
し
は

き
ら
い
だ
」
と
い
う
、　
一
種
の
食

わ
ず
ぎ
ら
い
と
も
言
え
る
人
が
多

く
な

っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

い
ろ
ん
な
調
査
に
よ
る
と
、
そ
の

傾
向
の

一
番
強
い
の
が
、
青
年
０

Ｂ
と
い
わ
れ
る
男
子
成
人
で
あ
る

当
市
浦
村
で
も
似
た
よ
う
な
現

象
だ
と
思
う
。
大
方
の
も
の
は
か

あ
ち
ゃ
ん
ま
か
せ
で
、　
一
杯
の
み

の
つ
か
な
い
集
会
に
は
さ
っ
ば
り

顔
を
出
さ
な
い
。

「忙
し
い
」
を

回
ぐ
せ
の
よ
う
に
連
発
し
て
い
る

人
以
上
に
忙
し
い
と
思
わ
れ
る
人

が
、
時
間
の
都
合
を
つ
け
て
参
加

し
て
い
る
。
す
べ
て
金
や
物
で
解

決
し
よ
う
と
す
る
風
潮
が
高
ま
る

に
つ
れ
、
い
く
ら
金
を
出
し
て
も

ど
う
に
も
な
ら
な
い
も
の
が
あ
る

の
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

今
の
ま
ま
で
い
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
か
ら
何
を
ど
う
し
た
ら
よ
い

だ
ろ
う
か
と
、
常
に
問
題
意
識
を

―
漱
ぶ

―

も
と
う
と
す
る
生
活
習
慣
が
、
ど

こ
か
へ
置
き
去
ら
れ
て
き
た
の
で

一
家
の
柱
で
あ
り
、
地
域
形
成

の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ

の
年
代
を
、
最
も
有
効
に
使
わ
な

い
の
で
は
、
も
っ
た
い
な
い
の
一

語
に
つ
き
る
と
思
う
。
今
の
暮
し

は
、
た
だ
そ
こ
に
あ
っ
た
の
で
は

な
い
。
先
祖
が
積
み
上
げ
て
く
れ

た
の
で
す
。

私
た
ち
が
、
最
も
働
き
ぎ
か
り

の
こ
の
年
代
に
、
先
祖
の
遺
産
に

一
層
肉
付
け
を
ｔ
て
、
子
か
ら
孫

へ
残
し
て
や
れ
る
も
の
、
し
か
も

金
で
買
え
な
い
も
の
、
そ
う
、
住

み
よ
い
村
づ
く
り
を
し
て
や
ろ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

成
田
　
友
美

（脇

成
田
　
秋
峰

（相

成
田
留
美
子

（相

葛
西
美
都
希

（脇

村
山
　
加
奈

⌒相

秋
元
　
貴
希

（十

白
川
　
売
子

（相

吉
田
　
　
守

（相

新
し
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
を
目
指
し
て

派
遣
社
教
主
事
　
片
　
山
　
永
　
繁

小林初男さん二男 (相 内)

裕二ちゃん (1彙 4カ月)

ボク、 どらえもん大好 き……。

元気がよく、にぎやかで、裕 ちゃ

んの見本みたいなんだもの。

どらえもん人形を持ってごきげん
な裕二ちゃんはいたずらぎかり。

詢

お
壼

脇 愛 十 小 脇 太 十 青 岩 太 相 弘

元 媛 三 泊 元 田 三 森 手 田 内 前

元
）
利

正

内
）
英
　
恵

内
）
俊
二
郎

元
）
力
　
男

内
）
十
三
雄

〓
こ
洋

文

内
）
和

治

内
）
　

党

高
田
末
五
郎

三
和

錦

一

三
和
　
ツ
ヨ

石
岡
六
二
郎

歳 歳 歳 歳

脇 相 相 十

元 内 内 三

泣

い
た

り
、
乱
暴

を

は
た
ら

い
た

り

　

り

に
な
る
″
親

の
心
は
よ
く
理
解
で
き

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
も
、
同

じ
年

ご
ろ
の
友
だ
ち

の
気

こ
の
よ
う
な
わ
が
ま
ま
な
性
格
は
、
　

持
ち
は
な
か
な

か
理
解
で
き
ま

せ
ん
。

親
の
過
保
護
―
―
甘

や
か
さ
れ

て
育

　

　

そ

の
結
果
、

子
供
た
ち

の
間
で

は

っ
た
子
供

に
多

い
と
言
わ

れ
ま
す
。
　

　

利
己
主
張
が
強
す
ぎ

て
、
協
調
性
を

親

に
し

て
み
れ
ば
、

か
け
が
た

の

　

欠

き
、

み
ん
な
と

一
緒

に
仲
よ
く
遊

な

い
予
供
と

い
う
意
識

が
先
行

し
、
　

　

べ
な
く
な

っ
た
り
し
ま
す
。

口
■
□
Ｕ

わ

が

ま

ま

と

自

己

主

張

の

区

別

を

子
供

の
た
め
な
ら
精

い

っ
ぱ

い
の

こ

　

　

・
一
の
よ
う
な
わ
が
子

の
わ
が
ま
ま

と
を

し

て
や
ろ
う
。

子
供
が
喜

ぷ

の

　

に
困

り

ぬ

い
て
、

お
母

さ
ん
方

の
多

な

ら
何
で

も
き

い
て
あ
げ
よ
う
と

い
　

く

は
、
支

配
的
、
抑
圧
的
な
態
度
で

っ
た
気

持
ち
が
．

や
や
も
す

る
と
、
　

　

一
方
的

に
お
さ
え

つ
け
る
よ
う

に
な

子
供

の

″
ご
き
げ
ん
と

り
″

に
終
始

　

り
が
ち
で
す
。

し
て
し
ま
う

の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
そ

の
た

め
、

子
供

に
し

て
み
れ
ば

こ
う

い
う
子
供

は
，
何
で
も
思

い
通

　

自
分

の
欲
求

不
満
を
心

の
奥
深

く
押

し
か
く
し
、
表
面
的
に
は
親
に
気
に

い
ら
れ
る
よ
う
に
し
な
が
ら
も
、
か

な
り
屈
折
し
た
心
理
状
態
に
な
ら
ざ

気
を
つ
け
た
い
の
は
、
わ
が
ま
ま
な

利
己
主
張
と
正
当
な
自
己
主
張
を
区

別
し
て
受
け
と
め
て
や
る
こ
と
で
す
。

頭
き
な
し
に
し
か
る
前
に
子
供
の

言
い
分
を
よ
く
聞
い
て
、
納
得
で
き

る
と
こ
ろ
は
受
け
入
れ
、
わ
が
ま
ま

な
面
は
話
し
合
卜
を
通
し
て
子
供
に

わ
か
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

子
供
が
、
そ
の
場
の
状
況
に
応
じ

て
自
分
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
ふ
だ
ん
の
し
つ

け
に
気
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。
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